
【葡萄唐草模様について】
古代、ペルシャ、コーカサス生まれの葡萄が蔓
草と一つになり、西へ、東へ、シルクロードを
経て東西の文化を彩る文様となりました。私ど
もの財団ではシルクロードを中心に、世界の文
化に寄与できればと、この葡萄唐草文様をシン
ボルマークにいたしました。
●シンボルマークデザイン：吉田左源二

公益財団法人

文化財保護・芸術研究助成財団
FOUNDATION FOR CULTURAL HERITAGE AND ART RESEARCH

●表紙の画および題字は、
　故・平山郁夫画伯のご厚意により
　ご提供いただいているものです。

No.91

2019-秋

トムシュクの遺跡 2007年



　　

巻頭言

3● 2019年-秋 2019年-秋 ●2

　
バ
ハ
ラ
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
東
端

に
位
置
す
る
オ
マ
ー
ン
国
の
北
部
、

標
高
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ア
フ
ダ

ル
山
麓
に
あ
る
城
塞
都
市
。
紀
元
前

三
世
紀
よ
り
開
け
、
七~

十
五
世
紀

に
は
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
中
継
地

と
し
て
栄
え
た
。
こ
の
地
域
で
は
、

遊
牧
民
や
ペ
ル
シ
ア
人
の
攻
撃
、
略

奪
か
ら
自
衛
す
る
た
め
に
砦
や
城
塞

が
発
達
し
た
が
、
そ
の
最
大
規
模
の

偉
容
を
誇
る
の
が
バ
ハ
ラ
城
塞
で
、

全
長
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
城
壁
に

囲
ま
れ
て
い
る
。

　
城
塞
は
、
日
干
し
レ
ン
ガ
造
り
の

た
め
耐
久
力
が
無
く
、
オ
マ
ー
ン
政

府
の
財
政
難
も
伴
っ
て
急
速
に
崩
壊

が
進
み
、
一
九
八
八
年
に
は
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
世
界
遺
産
リ
ス
ト

に
も
登
録
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
保

全
努
力
の
成
果
で
二
〇
〇
四
年
に
は

解
除
さ
れ
て
い
る
。

（
一
九
八
七
年
に
文
化
遺
産
と
し
て

登
録
）

　
公
益
社
団
法
人
　

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

バハラ城塞
（オマーン国）

ユネスコ世界遺産（文化遺産）シリーズ ©UNESCO

　

私
が
所
属
し
ま
す
東
京
文
化
財
研
究
所
は
、
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
に
帝
国
美
術
院
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
付
属
美

術
研
究
所
が
出
発
点
と
な
り
、
来
年
で
九
十
周
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
当
研
究
所
も
所
管
官
庁
や
名
称
の
変
更
等
を

経
な
が
ら
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
、
現
在
の
独
立

行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
・
東
京
文
化
財
研
究
所
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
か
ら
新
た
な
令
和
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
本
年

は
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
文
化
財
保
護
法
が
四
月
よ
り
い
よ

い
よ
実
際
に
施
行
さ
れ
、
文
化
財
行
政
が
よ
り
積
極
的
に

「
活
用
」
に
取
り
組
む
時
代
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
当
研
究
所
が
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
有
形
・
無
形
の
文
化
財
に
対

す
る
調
査
研
究
が
、
そ
の
「
活
用
」
の
前
提
と
し
て
ま
す

ま
す
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お

り
、
一
層
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
こ
で
当
研
究
所
を
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
と
、

調
査
研
究
部
門
と
い
た
し
ま
し
て
、
文
化
財
情
報
資
料
部
・

無
形
文
化
遺
産
部
・
保
存
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
文
化
遺

産
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
の
四
部
門
を
擁
し
、
私
を
含
め

三
十
三
名
の
常
勤
研
究
員
が
所
属
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
研
究
所
が
実
施
し
て
お
り
ま
す
事
業
に
つ
き
ま
し

て
、（
公
財
）
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団
や
平
山

郁
夫
先
生
と
関
り
が
あ
り
ま
す
も
の
を
二
つ
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
平
山
先
生
が
当
時
の
宮
澤
喜
一
総
理
大
臣

と
話
を
さ
れ
て
実
現
し
た
「
在
外
日
本
古
美
術
品
保
存
修

復
協
力
事
業
」
で
す
。
平
山
先
生
は
「
文
化
財
赤
十
字
」
と

も
呼
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
欧
米
を
中
心
と
す
る
在
外
の
博
物
館
・
美

術
館
が
所
蔵
す
る
日
本
古
美
術
品
で
価
値
が
高
い
作
品
の

修
復
に
協
力
し
、
併
せ
て
修
理
対
象
の
作
品
を
所
蔵
し
て

い
る
博
物
館
等
と
共
同
し
て
、
こ
れ
に
関
連
す
る
研
究
を

行
う
も
の
で
す
。
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
絵
画
を
対

象
に
事
業
を
開
始
し
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
か
ら
は

工
芸
品
に
も
分
野
を
広
げ
て
協
力
対
象
を
拡
大
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
十
五
カ
国
、
約
六
十
館
、
三
百
八
十
余

点
を
修
復
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
来
年
に
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
「
日
本
博
」
事
業
で
、
何
点
か
を
里
帰
り
さ
せ
て

皆
様
に
再
度
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
が
で
き
な
い
か
と
、
現

在
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
実
現
で
き
た

際
に
は
是
非
と
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

二
つ
目
は
、平
山
先
生
が
設
立
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
「
文

化
遺
産
国
際
協
力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
で
す
。
平
成
十
八

年
（
二
〇
〇
六
）
に
発
足
し
、
平
山
先
生
が
初
代
会
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
海
外
の

文
化
遺
産
保
護
に
関
し
て
各
機
関
が
相
互
に
連
携
し
、
協

力
す
る
共
通
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

当
研
究
所
が
文
化
庁
か
ら
の
運
営
事
業
を
受
託
し
、
事
務

局
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
専
任
の
担
当
者
を
配
置
し
、

運
営
員
会
や
分
科
会
、
さ
ら
に
研
究
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
を
通
じ
て
、
文
化
遺
産
保
護
に
関
す
る
最
新
の
情

報
を
共
有
し
、様
々
な
機
関
や
団
体
・
専
門
家
が
協
力
し
て
、

世
界
各
地
の
文
化
遺
産
の
保
護
を
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
推

進
す
る
体
制
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
二
点
に
加
え
、
当
研
究
所
で
は
様
々
な
国
際
協

力
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
文
化
財
情
報
資
料
部
で
は
セ

イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
藝
術
研
究
所
（
イ
ギ
リ
ス
）、
ゲ
ッ

テ
ィ
研
究
所
（
ア
メ
リ
カ
）
に
日
本
美
術
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
、
無
形
文
化
遺
産
部
で
は
韓
国
国
立
無
形
遺
産

院
と
の
研
究
協
力
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
文
化
遺
産
国
際

協
力
セ
ン
タ
ー
で
は
先
の
二
事
業
に
加
え
、
イ
ク
ロ
ム

（
I
C
C
R
O
M
）と
の
共
催
で「
紙
の
保
存
と
修
復
」（
東

京
文
化
財
研
究
所
）、「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
紙
の

保
存
と
修
復
」（
メ
キ
シ
コ
）
の
研
修
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
加
え
て
独
自
に
ケ
ル
ン
や
ベ
ル
リ
ン
、
台
北
で
は
保

存
修
復
関
係
者
を
対
象
と
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、ブ
ー

タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ラ
ン
な
ど
で
は
文
化
遺
産
保
護
へ

の
支
援
を
行
い
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
シ
リ
ア
な
ど
で
は
人
材

育
成
・
技
術
移
転
を
目
指
し
研
修
や
協
力
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

東
京
文
化
財
研
究
所
で
は
、
現
在
直
接
の
展
示
施
設
を

有
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
皆
様
方
に
お
越
し
い
た
だ
く
機
会

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ル
で
は
パ
ネ
ル
展
示

な
ど
で
研
究
成
果
（
現
在
は
「
高
松
塚
古
墳
壁
画
・
キ
ト

ラ
古
墳
壁
画
の
保
存
修
復
」）
を
発
表
し
、
公
開
講
座
も
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
資
料
閲
覧
室
も
利
用
可
能
で
、
図
書
・

雑
誌
・
展
覧
会
図
録
・
写
真
資
料
な
ど
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
是
非
一
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

東
京
文
化
財
研
究
所
　
所
長

齊
藤 
孝
正

（
さ
い
と
う
・
た
か
ま
さ
）

文
化
遺
産
の
国
際
協
力
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昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
三
月
の
末
、

信
州
の
早
朝
。
春
雷
が
鳴
り
響
く
中
、
渡
さ

れ
た
ペ
ン
で
「
感
謝
」
の
二
文
字
を
書
き
遺
し

て
奇
縁
に
満
ち
た
生
涯
を
終
え
た
野
生
司
香

雪
と
い
う
日
本
画
家
が
い
た
。

　

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
香
川
県
高
松

市
郊
外
で
僧
侶
の
長
男
に
生
ま
れ
た
香
雪
に

と
っ
て
夢
見
た
画
壇
は
遠
く
、
東
京
美
術
学

校
卒
の
再
興
日
本
美
術
院
院
友
、
在
野
の
仏

画
家
と
し
て
終
わ
る
人
生
の
は
ず
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
子
供
時
代
か
ら
人
の
恩
に
恵

ま
れ
、
そ
れ
に
感
謝
し
続
け
た
香
雪
に
は

四
十
七
歳
で
遠
い
イ
ン
ド
仏
教
聖
地
の
初
転

法
輪
寺
に

仏
伝
の
壁

画
を
描
く

と
い
う
奇

縁
、
人
の

恩
に
報
い

ら
れ
る
望
外
な
仏
縁
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

寺
院
は
、
釈
尊
の
初
説
法
の
地
サ
ー
ル

ナ
ー
ト
（
鹿ろ
く
や
お
ん

野
園
）
に
あ
り
、
イ
ン
ド
で
の

仏
教
復
興
を
志
す
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ダ
ル
マ

パ
ー
ラ
が
寄
付
を
得
て
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
に
建
立
し
た
。
そ
し

て
堂
内
に
仏
伝
を
描
こ
う
と
日

本
に
依
頼
、
日
印
の
民
間
文
化
交
流
と
し
て

文
部
省
や
学
者
ら
が
決
定
し
て
い
た
前
任
者

の
急
逝
で
急
き
ょ
香
雪
が
派
遣
さ
れ
、
助
手

河か
わ
い
し
こ
う

合
志
宏
と
共
に
精
進
し
足
か
け
五
年
、
昭

和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
完
成
さ
せ
た
。
全

長
約
四
十
四
メ
ー
ト
ル
、高
さ
四・三
メ
ー

ト
ル
余
の
大
壁
画
は
、
今
で
は
ア
ジ
ャ
ン

タ
ー
と
共
に
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
の
仏
伝
と
し

て
広
く
知
ら
れ
、
世
界
中
の
観
光
客
や
仏

教
徒
が
見
学
に
や
っ
て
来
る
。
か
つ
て
平

山
郁
夫
画
伯
（
一
九
三
〇
〜
二
〇
〇
九
）

は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
仏
教
遺
跡
に
連
な
る

世
界
の
文
化
遺
産
と
話
さ
れ
、
ま
た
イ
ン

ド
哲
学
者
の
中
村
元は
じ
め

博
士（
一
九
一
二
〜

九
九
）
は
「
…
日
本
の
美
術
の
伝
統
は
す

ば
ら
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
異
郷
に
あ
っ

て
、
世
界
の
人
々
に
呼
び
か
け
て
い
る
芸

術
作
品
は
、
野
生
司
香
雪
画
伯
の
仏
伝
画

が
最
た
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
…
」 

（『
野
生
司
香
雪 

仏
画
の
世
界
』信
濃
毎
日

新
聞
一
九
八
七
）と
記
さ
れ
た
。

　
　

 

数
奇
な
運
命
の
も
と
に
…

野
生
司
香
雪
画
伯
顕
彰
会
事
務
局

元
・
徳
島
文
理
大
学
非
常
勤
講
師

溝
渕 

茂
樹

（
み
ぞ
ぶ
ち
・
し
げ
き
）

野の

ー

す

こ

う

せ

つ

生
司
香
雪
の「
心
」を
守
る

仏
教
誕
生
の
地
、
イ
ン
ド
・
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
に
お
い
て

崇
高
か
つ
壮
大
な
釈
尊
の
生
涯
を

壁
画
に
描
い
た
ひ
と
り
の
日
本
人
が
い
た
。

今
、
彼
の
日
本
人
の「
心
」と
も
言
う
べ
き

壁
画
が
危
機
に
瀕ひ

ん

し
て
い
る
…
…
。

　

香
雪
（
本
名
述の
ぶ
た太
）
の
生
涯
に
は
、
仏
教

と
岡
倉
天
心
（
一
八
六
三
〜
一
九
一
三
）
の

存
在
が
大
き
い
。
そ
れ
は
小
学
校
時
代
、
恩

師
が
絵
の
才
を
惜
し
み
学
費
を
出
し
て
前
年

に
開
校
し
た
香
川
県
工
芸
学
校
に
進
学
で
き

た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
こ
は
天
心
が
構
想
し

た
美
術
教
育
の
地
方
の
現
場
で
東
京
美
術
学

校
卒
業
の
教
師
が
い
た
。
そ
し
て
地
元
有
志

の
支
援
で
日
本
画
家
を
目
指
し
て
美
術
学
校

に
進
み
学
校
改
革
で
新
設
さ
れ
た
新
館
、
下

村
観
山
（
一
八
七
三
〜
一
九
三
〇
）
の
教
室

に
編
入
さ
れ
た
。
英
国
か
ら
帰
国
直
後
の
観

山
は
旧
来
の
師
弟
関
係
の
よ
う
な
指
導
は
な

し
。
生
徒
は
仲
間
と
洋
画
技
法
を
取
り
入
れ

る
な
ど
自
由
に
制
作
、
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
新
し
い

日
本
画
の
制
作
を
目
指
し
た
。
一
方
で
こ
の

時
代
は
天
心
、
横
山
大
観
ら
が
英
米
や
イ
ン

ド
を
訪
ね
、
ま
た
第
一
回
文
展
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
画
壇
が
混
乱
、混
沌
と
し
た
時
代
だ
っ

た
。
そ
ん
な
中
、
恒
例
の
卒
業
制
作
展
で
は

新
館
の
卒
業
生
の
作
品
は
従
前
と
は
異
な
り

困
惑
さ
れ
評
価
が
悪
か
っ
た
。
特
に
校
友
会

や
美
術
誌
で
香
雪
は
名
指
し
で
酷
評
さ
れ
る

ほ
ど
だ
っ
た
。
香
雪
の
卒
業
制
作
の

「
黄よ

み泉
」（
東
京
藝
大
所
蔵
）
は
「
黄
泉

路
」
と
セ
ッ
ト
の
共
に
死
の
世
界
を
描

く
作
品
で
、
仏
教
を
背
骨
と
し
た
物

語
、
精
神
性
に
制
作
意
図
を
示
す
作

品
で
あ
っ
た
。
美
校
卒
業
後
は
、
呉

服
屋
の
図
案
掛
り
に
職
を
得
、
画
家

と
し
て
人
物
や
仏
画
を
得
意
と
し
た
。

　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
は
淑
徳

高
等
女
学
校
の
図
画
講
師
に
な
り
再

興
日
本
美
術
院
に
参
加
す
る
。
こ
の

頃
、
天
心
と
親
し
い
イ
ン
ド
の
詩
聖
タ

ゴ
ー
ル
（
一
八
六
一
〜
一
九
四
一
）
が

来
日
、
日
本
美
術
院
で
講
演
会
や
美
術

の
紹
介
展
示
が
あ
り
イ
ン
ド
に
対
す

る
一
般
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
香
雪
も

刺
激
さ
れ
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に

日
本
の
近
代
的
郵
便
制
度
の
創
設
者

と
し
て
知
ら
れ
る
前ま
え
じ
ま
ひ
そ
か

島
密
（
一
八
三
五

〜
一
九
一
九
）
の
支
援
を
得
て
仏
教
美

術
研
究
の
た
め
に
渡
印
、
現
地
で
荒
井
寛
方

（
一
八
七
八
〜
一
九
四
五
）
に
誘
わ
れ
ア
ジ
ャ

ン
タ
ー
壁
画
模
写
に
参
加
す
る
幸
運
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
体
験
が
初
転
法
輪
寺
の
制

作
に
生
か
さ
れ
た
。

　

壁
画
の
制
作
は
イ
ン
ド
の
高
温
多
雨
な
夏

に
は
作
業
が
で
き
ず
長
期
化
し
、
経
費
不

足
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
香
雪
は
イ
ン
ド
各
地

で
個
展
を
開
く
こ
と
を
考
え
て
実
践
、
ま
た

内
地
か
ら
の
義
捐
金
等
を
得
て
何
と
か
困
難

を
克
服
し
乗
り
越
え
た
。
ち
な
み
に
香
雪
は

壁
画
の
制
作
時
に
は
斎
戒
沐
浴
、
好
き
な

酒
も
絶
ち
、
出
発
時
に
浄
土
宗
の
僧
で
社
会

事
業
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
渡
邊
海か
い
き
ょ
く旭
師

（
一
八
七
二
〜
一
九
三
三
）
か
ら
手
渡
さ
れ
た

簡
易
袈
裟
を
掛
け
精
進
し
た
。
余
談
だ
が
、

あ
の「
カ
ル
ピ
ス
」の
名
付
け
親
は
、
こ
の
渡
邊

師
と
の
こ
と
。

　

閑
話
休
題
―
―
異
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒

の
市
民
は
信
仰
心
に
支
え
ら
れ
一
途
に
制
作

に
精
進
す
る
謙
虚
で
紳
士
的
な
日
本
の
老
画

家
に
次
第
に
好
感
を
持
ち
、
完
成
時
に
は
頌

徳
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
今
、
壁
画
完
成
か
ら
八
十
三
年
。

香
雪
が
百
年
は
持
つ
と
信
じ
た
壁
画
も
経
年

劣
化
が
進
み
、
管
理
す
る
イ
ン
ド
大
菩
提
会

（
マ
ハ
―
ボ
デ
ィ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
）
で
は
壁

画
を
貴
重
な
芸
術
作
品
と
し
て
作
者
の
精
神

を
つ
ぐ
日
本
の
手
で
ぜ
ひ
剥
落
止
め
を
と
呼

び
か
け
る
。　
　

　

筆
者
は
三
十
六
年
程
前
、
地
方
の
学
芸
員

と
し
て
郷
土
作
家
の
香
雪
の
回
顧
展
を
開
催
、

調
査
の
た
め
に
全
国
を
回
り
関
係
者
の
方
々

と
お
目
に
か
か
っ
た
ご
縁
も
あ
り
、
香
雪
の

志
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
仲
間
と
図
り
、
当

財
団
の
特
別
協
力
も
得
て
全
国
に
募
金
を
呼

び
か
け
、
そ
の
保
全
、
剥
落
止
め
の
保
存
修

理
を
実
現
す
る
運
動
を
始
め
て
い
る
。
ご
支

援
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　

　
　

 

孤
高
の
画
家

　
　

 

香
雪
の
志
を
未
来
に

野
生
司
香
雪
サ
ー
ル
ナ
ー
ト(

イ
ン
ド)

仏
伝
壁
画
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の

ご
寄
付
の
お
願
い

　

仏
伝
壁
画
の
保
全
、
剥
落
止
め
作
業
と
壁
画

を
日
本
の
在
外
文
化
財
と
し
て
現
状
を
撮
影
記

録
し
後
世
に
伝
え
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
の
内
容
等
は
顕
彰
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ  https://nosu.info/  

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
募
金
窓
口

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
財
団
の「
支
援
事
業
」と
な

り
ま
し
た
の
で
、
ご
寄
付
は
次
の
口
座
に
お
振

り
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

口
座
名 

①
②
い
ず
れ
も

 （
公
財
）文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団

①
郵
便
振
替【
0
0
1
6
0ｰ

5ｰ

1
2
3
1
9
】

　
＝ 

備
考
欄
に「
香
雪
イ
ン
ド
壁
画
募
金
」
と

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

②
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

　
【
上
野
中
央
支
店 

普 

0
7
9
6
3
8
4
】

　
＝
必
ず
事
前
に
財
団
宛
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「黄泉」東京藝術大学所蔵
(『野生司香雪―その生涯とインドの仏伝壁画―』野生司香雪画伯顕彰会2016より)

初転法輪寺の堂内の様子

野生司香雪
（1885～1973）

降
ごうまじようどう
魔成道の図

初転法輪寺

櫓の上で壁画を描く香雪
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去
る
七
月
六
日
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
開
か
れ
た
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会（
第
四
十
三
回
）
に
お
い
て
、
わ
が

国
ト
ッ
プ
三
の
大
型
前
方
後
円
墳
で
あ
る
仁に
ん
と
く徳

天
皇
陵
古
墳

（
大だ
い
せ
ん山

古
墳
、
全
長
四
八
六
メ
ー
ト
ル
）・
応お
う
じ
ん神

天
皇
陵
古
墳

（
誉こ
ん
だ
ご
び
ょ
う
や
ま

田
御
廟
山
古
墳
、
全
長
四
二
五
メ
ー
ト
ル
）・
履り
ち
ゅ
う中
天
皇

陵
古
墳（
上
石
津
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
、
全
長
三
六
五
メ
ー
ト

ル
）
等
を
含
む
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」（
大
阪
府
）
の
世

界
文
化
遺
産
登
録
が
決
議
さ
れ
た
。
古
代
の
土
木
技
術
や
世

界
で
も
独
特
な
墳
墓
に
よ
っ
て
権
力
を
象
徴
し
た
日
本
列
島

独
自
の
文
化
を
示
す
も
の
と
し
て
国
際
的
な
評
価
を
得
た
。

　

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
は
、
堺
市
の
百
舌
鳥
古
墳
群（
仁

徳
天
皇
陵
古
墳
・
履
中
天
皇
陵
古
墳
等
）
と
、
羽は
び
き
の

曳
野
市
・

藤
井
寺
市
に
ま
た
が
る
古
市
古
墳
群（
応
神
天
皇
陵
古
墳

等
）
の
総
称
で
あ
る
。
両
古
墳
群
は
お
よ
そ
一
〇
キ
ロ
を
隔

て
て
存
在
す
る
。
本
資
産
群
は
、
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀

後
半
に
か
け
て
古
代
日
本
列
島
を
支
配
し
、
東
ア
ジ
ア
諸
勢

力
と
の
外
交
に
あ
た
っ
た
王
一
族
や
、
そ
れ
に
次
ぐ
有
力
者

た
ち
の
墓
群
で
あ
り
、
王
権
の
あ
り
方
を
最
も
顕
著
に
示
す

四
十
九
基
四
十
五
件
の
墳
墓
群
で
構
成
さ
れ
る
。

　

一
連
の
古
墳
は
、
当
時
の
重
要
な
政
治
・
文
化
の
中
心
地

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
大
阪
平
野
の
、
大
陸
に
向
か
う
航
路
が

出
発
す
る
海
を
望
む
台
地
上（
百
舌
鳥
古
墳
群
）、
丘
陵
お

よ
び
台
地
上（
古
市
古
墳
群
）
に
位
置
し
て
い
る
。
本
資
産

は
世
界
で
も
独
特
な
前
方
後
円
形
の
墳
墓
、
最
大
の
も
の
は

全
長
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
に
お
よ
ぶ
巨
大
古
墳
を
多
数
含

み
、
こ
れ
ら
に
様
々
な
大
き
さ
・
形
状
で
差
異
化
さ
れ
た
中

小
墳
墓
を
伴
っ
て
群
を
形
成
す
る
。
古
墳
の
形
状
は
、
前
方

後
円
墳
、
帆
立
貝
形
墳
、
円
墳
、
方
墳
に
分
類
で
き
る
。
世

界
各
地
の
多
く
の
墳
墓
の
墳
丘
が
棺
や
室
に
盛
土
・
積
石
し

た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
古
墳
の
墳
丘
は
葬
送

儀
礼
の
舞
台
と
し
て
幾
何
学
的
に
精
緻
な
デ
ザ
イ
ン
を
施

し
、
埴は
に
わ輪
な
ど
の
土
製
品
で
飾
り
立
て
た
建
築
的
な
傑
作
で

あ
っ
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

世
界
遺
産
登
録
に
あ
た
り
、
特
に
評
価
さ
れ
た
点
は
次
の

二
点
。

１ 

．
古
墳
は
日
本
各
地
に
十
六
万
基
存
在
す
る
も
の
の
、
日

本
古
代
の
古
墳
時
代
を
代
表
し
、
ま
た
類た
ぐ
い
ま
れ
な
物
証

を
提
供
す
る
も
の
が
、
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
で
あ
る
。

四
十
五
の
構
成
資
産
は
、
こ
の
時
代
の
社
会
政
治
的
構
造
、

社
会
的
階
層
差
お
よ
び
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
葬
送
体
系
を

証
明
し
て
い
る
。

２ 

．
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
は
、
古
代
東
ア
ジ
ア
の
墳
墓
築

造
の
ひ
と
つ
の
顕
著
な
類
型
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
古
墳

お
よ
び
そ
の
有
形
の
属
性
で
あ
る
埴
輪
、
濠
、
幾
何
学
的

な
段
築
を
も
ち
、
石
で
補
強
さ
れ
た
墳
丘
は
、
こ
の
歴
史

的
に
重
要
な
時
代
に
お
け
る
社
会
階
層
の
形
成
の
上
で
顕

著
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

１
は
世
界
遺
産
の
評
価
基
準（
ⅲ
）、
す
な
わ
ち
「
現
存
す

る
か
消
滅
し
て
い
る
か
に
関
わ
ら
ず
、
あ
る
文
化
的
伝
統
ま

た
は
文
明
の
存
在
を
伝
承
す
る
物
証
と
し
て
無
二
の
存
在

（
少
な
く
と
も
稀
有
な
存
在
）」
と
し
て
、
２
は
同
評
価
基
準

（
ⅳ
）、
す
な
わ
ち
「
歴
史
上
の
顕
著
な
段
階
を
物
語
る
建
築

物
、
そ
の
集
合
体
、
科
学
技
術
の
集
合
体
、
あ
る
い
は
景
観

を
代
表
す
る
顕
著
な
見
本
」
と
し
て
、
顕
著
で
普
遍
的
な
価

値
が
認
め
ら
れ
た
。

　

四
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
後
半
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
を
概
観

す
れ
ば
、
こ
の
時
代
は
、
中
国
の
政
治
的
混
乱
に
起
因
す
る

周
辺
地
域
の
国
際
秩
序
の
変
化
が
、
東
ア
ジ
ア
各
地
に
お
い

て
王
権
の
形
成
を
促
し
た
時
代
と
い
え
る
。
各
地
の
王
権
に

よ
り
営
ま
れ
た
墓
の
中
で
も
、
日
本
列
島
の
墳
墓
は
地
上
に

そ
び
え
る
記
念
物
と
し
て
墳
丘
の
外
観
を
と
り
わ
け
顕
著
に

 

世
界
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
た
古
墳
群

 

な
に
が
評
価
さ
れ
た
の
か

発
達
さ
せ
た
。
本
資
産
群
に
み
ら
れ
る
圧
倒
的
な
規
模
の
格

差
や
形
態
の
多
様
性
、
大
小
の
墳
墓
が
密
集
し
た
配
置
は
、

こ
の
時
代
の
王
権
の
階
層
化
さ
れ
た
権
力
構
造
を
視
覚
的
に

示
し
て
い
る
。

　

列
島
各
地
に
多
数
造
営
さ
れ
た
古
墳
に
お
け
る
葬
送
儀
礼

は
、
権
力
の
継
承
と
中
央
・
地
方
勢
力
の
結
び
つ
き
を
確
認
・

強
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
高
い
社
会
的
意
義
を

背
景
と
し
て
、
墳
丘
の
大
き
さ
と
美
し
さ
が
追
及
さ
れ
た
古

墳
は
、
土
で
で
き
た
構
築
物
の
類
ま
れ
な
技
術
的
到
達
点
を

示
す
も
の
と
な
っ
た
。
築
造
後
一
六
〇
〇
年
を
経
て
も
な
お

並
外
れ
た
形
態
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
技
術
水
準

の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

本
古
墳
群
は
、
大
陸
の
影
響
を
受
け
て
、
古
代
王
権
が
形

成
・
発
展
す
る
時
期
に
あ
っ
て
、

激
動
す
る
東
ア
ジ
ア
情
勢
へ
の

対
応
と
し
て
展
開
し
た
墳
墓
に

よ
り
権
力
を
象
徴
し
た
日
本
列

島
の
人
々
の
歴
史
を
物
語
る
顕

著
な
証
左
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
た
び
の
登
録
に
あ

た
り
、
近
年
の
世
界
遺
産
に
か

か
る
大
き
な
課
題
で
あ
る
遺
産

影
響
評
価（H

eritage Im
pact 

A
ssessm

ent

:  

Ｈ
Ｉ
Ａ
）
等
に

か
か
る
追
加
的
勧
告
が
な
さ
れ

た
。
近
年
の
世
界
遺
産
委
員
会

で
は
、
世
界
遺
産
の
資
産
範
囲
、

緩
衝
地
帯
お
よ
び
そ
の
周
辺
に

お
い
て
開
発
等
の
事
業
が
計
画

さ
れ
た
際
に
そ
の
影
響
を
評
価

す
る
Ｈ
Ｉ
Ａ
の
実
施
が
求
め
ら
れ

る
事
例
が
増
え
て
い
る
が
、
本

資
産
群
に
お
い
て
も
こ
の
点
が

勧
告
さ
れ
た
。

　

H
I
A
勧
告
の
所ゆ
え
ん以
で
も
あ

る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
本
資

産
群
は
大
阪
府
の
大
都
市
部
に

位
置
す
る
。
世
界
遺
産
登
録
に

お
い
て
は
、
大
都
市
部
に
位
置

す
る
が
ゆ
え
の
多
く
の
課
題
等

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
地
元
公
共

団
体（
大
阪
府
、
堺
市
、
羽

曳
野
市
、藤
井
寺
市
）、政
府
、

地
元
関
係
諸
団
体
、
諸
氏
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
が

一
丸
と
な
り
、
丁
寧
に
ク
リ

ア
し
て
登
録
が
な
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
、
隣
接
公
共
団
体

（
奈
良
県
）の
世
界
遺
産
担
当
と
し
て
、
心
よ
り
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
る
。
文
化
財
保
護
法
の
枠
外
で
あ
る
宮
内
庁
所

管
の
天
皇
陵
古
墳
を
中
核
に
据
え
た
資
産
群
が
国
際
的
に
正

当
な
評
価
を
得
た
点
も
特
筆
す
べ
き
事
項
で
あ
る
こ
と
を
、

あ
わ
せ
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

  

貴
重
な
文
化
遺
産
を
守
り
、
伝
え
る

た
め
に
為
す
べ
き
こ
と

筆
者
略
歴

奈
良
県
地
域
振
興
部
次
長（
文
化
資
源
担
当
）

一
九
六
九
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
考
古
学
・
保
存
科
学
を

専
攻
。

東
京
藝
術
大
学
美
術
研
究
科（
文
化
財
保
存
学
専
攻
）
助

手
、
文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
文
化
財
調
査
官
を
経

て
、
二
〇
一
八
年
に
奈
良
県
に
着
任
。

世
界
遺
産
と
な
っ
た
古
墳
群

│
百も

ず
舌
鳥
・
古ふ

る
い
ち市
古
墳
群
に
つ
い
て
│

奈
良
県
地
域
振
興
部
次
長

（
文
化
資
源
担
当
）　

建
石 

徹

（
た
て
い
し
・
と
お
る
）

百舌鳥古墳群（南西から）提供：堺市
最大の仁徳天皇陵古墳の手前（南西）は履中天皇陵古墳。仁徳天皇陵古墳の右下（南東）には御廟山古墳がみえる

古
代
日
本
の
建
国
の
黎れ

い
め
い明
期
に

出
現
し
た
巨
大
古
墳
が
世
界
遺
産
に
…
…
。

そ
の
意
義
と
価
値
を
検
証
す
る
。

御廟山古墳の赤色立体地図
提供：奈良県立橿原考古学研究所/
　　  アジア航測株式会社

特殊な計測法により樹木等を
除去した地形が表現される。
前方後円墳の洗練された形態
が、築造後千数百年を経ても
しっかり確認できる
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世
界
に
誇
る
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
現
在
日
本
の

ア
ニ
メ
市
場
は
二
兆
一
五
二
七
億
円
、
ネ
ッ
ト
配
信
な
ど

も
あ
り
年
々
増
大
し
て
い
る
。

　

そ
の
日
本
ア
ニ
メ
の
ま
さ
に
創
成
期
に
、
三
人
の
ク
リ

エ
ー
タ
ー
が
、
東
京
藝
術
大
学
か
ら
ア
ニ
メ
界
に
入
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を

広
げ
、
後
世
の
制
作
者
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
史
的
に
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で

あ
る
。
今
日
は
そ
の
三
人
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女

ハ
イ
ジ
」
や「
母
を
た
ず

ね
て
三
千
里
」
の
作
画

監
督
で
、
日
本
を
代
表

す
る
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
で

あ
る
。
御
年
八
十
三
歳
。

世
間
的
に
は
、先
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
の「
な

つ
ぞ
ら
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
・
な
っ
ち
ゃ
ん
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
女
性
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
奥お
く
や
ま
れ
い
こ

山
玲
子
（
一
九
三
六
〜

二
〇
〇
七
）
さ
ん
の
夫
と
言

う
方
が
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ

う
か
。

　

小
田
部
さ
ん
は
東
京
藝
術

大
学
で
日
本
画
を
学
ん
だ
後
、

一
九
五
九
年
東
映
動
画
に
入

社
。そ
こ
で
数
々
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
制
作
に
関
わ
ら
れ
る
。

当
時
の
東
映
動
画
は
、
国
産

ア
ニ
メ
を
制
作
す
る
活
力
に

あ
ふ
れ
、
後
の
ス
タ
ジ
オ
ジ

ブ
リ
の
宮
み
や
ざ
き
は
や
お

崎
駿
さ
ん
や
高
た
か
は
た
い
さ
お

畑
勲

さ
ん
も
在
籍
し
て
い
た
。

　

小
田
部
さ
ん
の
描
く
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
線
は
、
主
人
公

や
周
り
の
人
々
、
そ
し
て
動

物
た
ち
ま
で
、
生
き
生
き
と
し
て
上
品
、
ふ
っ
く
ら
と
し

つ
つ
弾
力
が
あ
り
、何
と
も
言
え
ず
美
し
い
。他
の
ス
タ
ッ

フ
が
描
い
た
も
の
と
比
べ
て
拝
見
す
る
と
、
彼
の
一
筆
に

よ
り
、
ま
さ
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
命
が
吹
き
込
ま
れ
た
よ

う
な
気
が
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
見
事
な
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
は
二
〇
一
九
年
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ヌ
シ
ー
国
際
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
祭
で
名
誉
ゲ
ス
ト
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
、

世
界
的
に
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

ど
う
し
た
ら
そ
ん
な
綺
麗
な
線
が

描
け
る
の
か
と
尋
ね
た
私
に
、「
私
が

大
学
の
頃
に
『
鉄
線
』
と
い
う
の
が

あ
っ
て
ね
」
と
小
田
部
さ
ん
は
穏
や
か

に
話
さ
れ
た
。
当
時
の
日
本
画
科
で
、

鉄
の
よ
う
な
線
を
描
け
と
教
え
ら
れ

た
そ
う
だ
。

　

一
昨
年
、
敦
煌
の
莫
高
窟
を
訪
ね

る
機
会
が
あ
っ
た
。
敦
煌
研
究
院
の

説
明
に
よ
る
と
、
洞
窟
群
の
中
の
壁

画
の
多
く
は
「
※
鉄て
っ
せ
ん
び
ょ
う

線
描
」
と
言
わ
れ

る
手
法
で
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
鉄
線
描
」
の
技
法
は
そ
の
後
、
日
本

に
渡
っ
て
絵
師
た
ち
に
引
き
継
が
れ
、

古
く
は
法
隆
寺
金
堂
壁
画
に
も
用
い

ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
伝
っ
て
飛
鳥
時

代
に
す
で
に
伝
わ
っ
て
い
た
そ
の
鉄
線
描
が
、
時
代
を
経

て
、
日
本
画
の
教
義
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
を
学
ん
だ

小
田
部
さ
ん
に
よ
り
世
界
に
誇
る
日
本
の
ア
ニ
メ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
…
私
は
そ
こ
に
、
時

間
と
空
間
を
超
え
て
展
開
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
文
化
の

潮
流
を
見
た
思
い
が
し
た
。

   

は
じ
め
に

   

小
田
部
羊
一
（
こ
た
べ
・
よ
う
い
ち
）
さ
ん

　

森
さ
ん
は
小
田
部
さ

ん
の
十
一
歳
先
輩
に
当

た
る
。
多
く
の
後
進
に

影
響
を
与
え
、
日
本
の

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
界
の

進
む
べ
き
道
を
示
し
た

い
わ
ば
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
神
様
」
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
人
物
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
一
九
九
二
年
に
ご

逝
去
さ
れ
た
。

　

森
さ
ん
は
、
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
藝
術
大
学
）
の

建
築
科
を
卒
業
。
日
本
初
の
劇
場
長
編
ア
ニ
メ「
白
蛇
伝
」

で
原
画
を
担
当
、
高
畑
勲
の
初
監
督
作
品
「
太
陽
の
王

子
ホ
ル
ス
の
大
冒
険
」
な
ど
多
く
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

制
作
さ
れ
、「
長
靴
を
は
い
た
猫
」
の
猫
の
デ
ザ
イ
ン
は

今
で
も
東
映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

な
っ
て
い
る
。

　

森
さ
ん
の
最
高
傑
作
の
一
つ
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
の
が
、

「
太
陽
の
王
子
ホ
ル
ス
の
大
冒
険
」の
ヒ
ロ
イ
ン「
ヒ
ル
ダ
」

で
あ
る
。
ヒ
ル
ダ
は
悪
魔
の
妹
で
あ
る
が
、
そ
の
素
性
を

隠
し
て
村
人
を
美
し
い
歌
声
で
魅
了
し
な
が
ら
も
、
村
を

破
滅
へ
と
向
か
わ
せ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
主
人
公

で
あ
る
ホ
ル
ス
の
誠
実
さ
に
心
を
奪
わ
れ
な
が
ら
、
悪
魔

と
人
間
の
二
面
性
を
持
ち
葛
藤
す
る
孤
独
な
女
性
、
と
い

う
大
変
複
雑
な
設
定
を
森
さ
ん
は
、
憂
い
と
厳
し
さ
を
持

つ
凛
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仕
上
げ
た
。

　

森
さ
ん
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
通
し
て
描
い
た
の
は
、
複

雑
な
心
を
持
つ
人
間
で
あ
り
、
勧
善
懲
悪
や
ハ
ッ
ピ
ー
エ

ン
ド
で
は
解
決
し
な
い
人
生
の
矛
盾
と
苦
悩
で
あ
り
、
そ

れ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
果
敢
な
葛
藤
で
あ
る
。

　

当
時
、
T
V
ア
ニ
メ
が
全
盛
で
あ
り
、
子
ど
も
向
け
に

作
ら
れ
た
内
容
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
時
代
に
、

森
さ
ん
は
高
い
精
神
性
を
持
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
を

世
に
送
り
出
し
た
。
芸
術
が
人
間
の
精
神
の
表
顕
だ
と
す

る
と
、
森
さ
ん
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
芸
術
ま
で
高
め
た

人
の
一
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
哲
学
は
後
輩
で
あ
る

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
者
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

そ
れ
が
日
本
の
ア
ニ
メ
表
現
の
礎
と
も
な
っ
た
。
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
の
持
つ
芸
術
表
現
と
し
て
の
高
み
を
示
し
て

く
れ
た
人
、
そ
れ
が
森
康
二
さ
ん
で
あ
る
。

　

ひ
こ
ね
さ
ん
は
、
東
京

藝
術
大
学
美
術
学
部
工
芸

科
図
案
計
画
専
攻
（
現
デ

ザ
イ
ン
科
）を
一
九
五
九
年

に
卒
業
し
た
後
に
当
時
の

東
映
動
画
に
入
社
。
同
期

は
前
述
の
小
田
部
羊
一
さ
ん
と
高
畑
勲
さ
ん
で
あ
る
。
日

本
の
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
草
分
け
と
し
て
数
々
の
作
品
に
関

わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
ひ
こ
ね
さ
ん
の
真
骨
頂
は
、

や
は
り
「
カ
ー
ル
お
じ
さ
ん
」
や
「
サ
ン
ト
リ
ー
C
A
N

ビ
ー
ル
ペ
ン
ギ
ン
ズ
メ
モ
リ
ー
」
な
ど
の
C
M
、
N
H
K

み
ん
な
の
う
た
「
赤
鬼
と
青
鬼
の
タ
ン
ゴ
」
な
ど
で
あ
ろ

う
。
多
く
の
人
々
に
支
持
さ
れ
る
ひ
こ
ね
さ
ん
の
ポ
ピ
ュ

ラ
リ
テ
ィ
あ
る
表
現
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ひ
こ
ね
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
は
無
駄
や
迷
い
が
な
い
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
見
る
人
に
直
球
ス
ト
ラ
イ
ク
で
飛
び
込

ん
で
く
る
印
象
を
受
け
る
。
ひ
こ
ね
さ
ん
に
、
登
場
す
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
り
方
を
聞
く
と
、「
自
分
の
中
に
あ

る
タ
ヌ
キ
を
そ
の
ま
ま
描
い
た
」
の
だ
そ
う
だ
。
実
は
こ

こ
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
真
骨
頂
が
あ
る
。

　

近
年
、
ス
マ
ホ
が
普
及
し
、
写
真
や
動
画
が
手
軽
に
撮

影
で
き
、
ま
た
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も
手
軽
に
イ
メ
ー
ジ
や
動

画
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
学

ぶ
若
者
た
ち
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
を
見
な
が
ら
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
描
き
、作
画
を
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
だ
が
、

一
流
の
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
た
ち
は
、
実
際
の
形
と
か
実
際
の

動
き
を
正
確
に
再
現
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
ス
タ
ジ

オ
ジ
ブ
リ
の
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
稲
村
武
志
さ
ん
は
、「
ア
ニ

メ
ー
タ
ー
に
お
い
て
『
観
察
す
る
』
と
い
う
こ
と
は
、
常

に
表
現
す
る
つ
も
り
で
、
も
の
を
見
る
、
経
験
す
る
、
そ

れ
を
体
と
頭
と
心
で
記
憶
す
る
、
と
い
う
こ
と
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
。

　

ひ
こ
ね
さ
ん
に
と
っ
て
ア
ニ
メ
と
は
何
で
す
か
？
と
い

う
問
い
に
対
し
て
、
ご
本
人
か
ら
の
答
え
は
、「
虚
構
の

世
界
で
遊
べ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
だ
。
ひ
こ
ね
さ
ん

の
頭
の
中
か
ら
出
た
〝
虚
構
〞
は
多
く
の
人
と
共
有
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
生
き
生
き
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な

る
の
で
あ
る
。

　

東
京
藝
術
大
学
に
大
学
院
修
士
課
程
と
し
て
の
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
が
で
き
る
の
は
、
彼
ら
が
卒
業
し
て
か

ら
半
世
紀
以
上
経
っ
て
か
ら
の
二
〇
〇
八
年
で
あ
っ
た
。

半
世
紀
の
間
に
メ
デ
ィ
ア
状
況
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
た

が
、
こ
の
三
先
達
の
業
績
は
今
で
も
不
滅
の
輝
き
を
放
っ
て

い
る
。

   

森
康
二
（
も
り
・
や
す
じ
）
さ
ん

   

ひ
こ
ね
の
り
お
さ
ん

東
京
藝
術
大
学　
副
学
長　

大
学
院
映
像
研
究
科
教
授

岡
本 

美
津
子

（
お
か
も
と
・
み
つ
こ
）

日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、

今
や
世
界
に
冠
た
る
「
文
化
」
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
繁
栄
の

基
礎
を
築
い
た
三
人
の
俊し

ゅ
ん
け
つ傑
た
ち
の
素
顔
に
迫せ

ま

る
。

※ 東洋画における描線の一つ。肥痩がなく、緊張感のある一定の太さの線描。仏画や肖像画などに用いられる。朱墨や丹墨などでゆっくりと溜め込みながら線を引くと顔料
と墨の比重の違いで、厳格な線描の中にも微妙な表情が表れて美しい効果となる。法隆寺金堂壁画（奈良時代）は代表的な遺例である。

小田部洋一さん
Photo なみきたかし

アルプスの少女ハイジ

森康二さん
Photo なみきたかし

ひこねのりおさん

人間の心と悪魔の心の間で葛
かっとう
藤して

いる孤独な美少女ヒルダ

「それにつけてもおやつは……」のキャッチフレーズ
でも知られる「カールおじさん」　 
株式会社明治「カール」ⓒNitto

先
駆
者
た
ち

││
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
創
り
あ
げ
た
人
た
ち
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コ
ン
ト
ラ
バ
ス
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
仲
間
で
一
番
大
き
い

楽
器
。
で
も
歴
史
的
に
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ
と
ル
ー
ツ

が
違
う
よ
う
だ
。
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
前
身
は
ヴ
ィ
オ
ロ
ー
ネ
と

言
う
楽
器
で
、ヴ
ィ
オ
ー
ル
属
に
な
る（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ

ロ
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
属
）。

　

ボ
デ
ィ
の
形
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
属
の
肩
が
張
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
は
な
で
肩
の
も
の
が
多
い
。

　

そ
し
て
、
あ
ま
り
一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
、
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
属
と
の
違
い
が
三
つ
も
あ
る
！

① 

弓
の
持
ち
方
が
二
種
類
。
ヴ
ィ
オ
ロ
ー
ネ
の
弾
き
方
に
由
来

す
る
ド
イ
ツ
式
と
呼
ば
れ
る
持
ち
方
。
日
本
で
は
圧
倒
的

に
こ
の
持
ち
方
が
多
い
。
先
人
た
ち
が
チ
ェ
コ
に
留
学
し
、

学
ば
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
持
ち
方
は
フ
ラ
ン
ス

式
と
呼
ば
れ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ
の
持
ち
方
と
同
じ
。

世
界
に
分
布
し
て
い
る
国
土
の
面
積
だ
と
フ
ラ
ン
ス
式
が
多
い

と
思
わ
れ
る
が
、
演
奏
人
口
は
果
た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
？

　

 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
に
は
ド
イ
ツ
式
が
向
い

て
い
て
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
弾
く
に
は
フ
ラ
ン
ス
式
が
良
い
と

か
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
で
も
上
手
な
人
は
上
手
だ

（
笑
）。
正
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
弾
く
こ
と
が
大
事
な
ん

で
し
ょ
う
。

② 

普
通
は
四
本
の
弦
を
張
る
が
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
だ
け
は
五
弦
の

楽
器
が
あ
る
。
低
い
方
に
一
本
増
や
し
、
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

で
良
く
使
わ
れ
、
よ
り
重
厚
な
サ
ウ
ン
ド
を
作
る
。

　

 

私
は
日
頃
自
分
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
五
弦
の
楽
器
を
使
っ
て

い
る
が
、
五
弦
の
楽
器
は
大
き
い
サ
イ
ズ
の
も
の
が
多
く
、

太
く
て
重
い
音
が
出
し
や
す
い
代
わ
り
に
、
繊
細
で
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
軽
い
も
の
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
曲
に
よ
っ
て
使

い
分
け
ら
れ
れ
ば
理
想
的
。

③ 

独
奏
す
る
時
に
調
弦
を
全
音
高
く
す
る
こ
と
が
あ
る
（
例
え

ば
普
通
ソ
に
合
わ
せ
る
弦
を
ラ
に
す
る
）。
こ
れ
は
ソ
ロ

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ
、
弦
の
張
力
を
強
く
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
明
る
く
輪
郭
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

　

 

あ
ま
り
私
情
は
絡
め
た
く
な
い
が
、
い
さ
さ
か
本
来
の
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
の
音
色
が
損
な
わ
れ
る
た
め
、
私
は
通
常
通
り
の

調
弦
で
独
奏
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
　
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
効
果

　

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
は
大
き
い
楽
器
だ
が
、
見
た
目
ほ
ど
大
き
な

音
が
出
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　

で
も
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？　

吹
奏
楽
（
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
）
の

世
界
で
は
、
遥
か
に
大
き
い
音
が
す
る
管
楽
器
の
集
団
の
中
に

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
が
一
本
入
る
だ
け
で
、
サ
ウ
ン
ド
が
〝
マ
イ
ル

ド
〞に
な
る
。も
ち
ろ
ん
直
接
音
は
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

　

こ
れ
は
持
論
だ
が
、
管
楽
器
に
は
い
ろ
ん
な
種
類
の
発
音
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
音
が
出
て
、
ソ
ロ

の
パ
ー
ト
を
吹
く
の
に
は
向
い
て
い
る
が
、
同
時
に
音
を
出
し

て
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
る
に
は
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
要
求
さ

れ
る
。
そ
の
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
が
ち
な
音
の
隙
間
を
コ
ン
ト
ラ

　
　
ま
ず
は
楽
器
に
つ
い
て

バ
ス
の
音
で
埋
め
て
し
ま
う
の
だ
。
言
っ
て
み
れ
ば
〝
繋つ
な

ぎ
〞。

　

も
う
一
つ
大
き
な
効
果
（
役
割
？
）
を
力
説
し
た
い
。
こ
れ

は
私
の
長
い
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
人
生
で
最
近
密
か
に
確
信
し
て
い

る
事
で
あ
る
。

　

前
述
の
〝
繋
ぎ
〞
効
果
と
少
し
共
通
点
が
あ
る
。
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
の
音
が
決
し
て
大
き
い
目
立
つ
音
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
で

き
る
裏
ワ
ザ
！　

そ
れ
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

中
で
誰
に
も
感
づ
か
れ
ず
、
テ
ン
ポ
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
微
調
整

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

何
十
人
も
が
同
時
に
音
を
出
す
合
奏
の
世
界
で
は
、
機
械
の

よ
う
に
一
糸
乱
れ
ず
と
言
う
こ
と
は
物
理
的
に
は
あ
り
え
な
い
。

実
際
に
は
タ
イ
ミ
ン
グ
や
音
程
に
幅
が
あ
る
。
そ
の
中
で
「
ま

あ
ま
あ
皆
さ
ん
」
と
言
う
顔
を
し
て
、
仮
に
指
揮
者
が
い
た
と

し
て
も
、
こ
っ
そ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
事
が
あ
る
の
だ
。

　

こ
の
意
見
に
は
異
論
を
唱
え
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

私
は
一
生
勘
違
い
を
し
て
過
ご
そ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
独
奏
楽
器
と
し
て
の
可
能
性

　

ど
の
世
界
に
も
開
拓
者
が
い
る
。そ
の
代
表
的
な
二
人
の
名
手
。

ド
メ
ニ
コ
・
ド
ラ
ゴ
ネ
ッ
テ
ィ
（
一
七
六
三ｰ

一
八
四
六
）

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
親
交
が
あ
り
、
そ
の
作
品
に
は
多
大

な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ロ
の
パ
ー
ト
を
オ
ク

タ
ー
ブ
下
で
支
え
る
、
ま
さ
に
縁
の
下
の
力
持
ち
的
存
在
だ
っ

た
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
独
立
さ
せ
た
先
駆
者
だ
。
ド
ラ
ゴ
ネ
ッ

テ
ィ
自
身
も
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
た
め
の
独
奏
曲
を
た
く
さ
ん
残

し
た
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
ボ
ッ
テ
シ
ー
ニ（
一
八
二
一ｰ

一
八
八
九
）

　

イ
タ
リ
ア
に
は
パ
ガ
ニ
ー
ニ
と
言
う
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
名
手

が
い
て
超
絶
技
巧
の
曲
を
た
く
さ
ん
残
し
た
が
、
同
時
代
に
生

き
た
ボ
ッ
テ
シ
ー
ニ
も
多
数
の
技
巧
的
な
曲
を
残
し
た
。
彼
は

オ
ペ
ラ
指
揮
者
と
し
て
も
活
躍
し
、
幕
間
の
休
憩
時
間
に
自
作

曲
で
超
絶
技
巧
を
披
露
し
た
よ
う
だ
。

　

現
在
で
は
、
ゲ
ー
リ
ー
・
カ
ー
と
い
う
独
奏
楽
器
と
し
て
の

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
法
を
追
求
し
、
そ
の
可
能
性
を
世
界
に
広
め

た
名
手
が
い
る
。

　

た
だ
少
し
残
念
な
こ
と
は
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、ブ
ラ
ー
ム
ス
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
よ
う
な
大
作
曲
家
に
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

の
た
め
に
独
奏
曲
を
書
く
よ
う
な
刺
激
を
与
え
た
名
手
は
現
れ

な
か
っ
た
。

　
　
余
談

　

こ
れ
は
一
般
論
だ
が
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
始
め
る
き
っ
か
け
…

そ
の
代
表
的
な
例
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
フ
ル
ー
ト
に
憧
れ
て

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
入
部
す
る
が
、
そ
の
競
争
率
が
激
し
く
、
先

生
に
体
格
を
見
込
ま
れ
て
い
つ
の
間
に
や
ら
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
。

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
自
分
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
き
っ

か
け
は
小
学
校
一
年
生
の
時
、
親
戚
の
家
に
あ
っ
た
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
ー
。
興
味
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
私
に
親
が
そ
の
年
の
お

年
玉
と
し
て
ギ
タ
ー
を
購

入
。
せ
っ
か
く
だ
か
ら
と

駅
前
の
ギ
タ
ー
教
室
に
通

い
始
め
、
な
ぜ
か
三
年
生

の
時
に
は
ギ
タ
リ
ス
ト
に

な
る
と
宣
言
し
た
ら
し
い
。

当
時
は
ま
だ
音
楽
高
校
や
大
学
に
ギ
タ
ー
科
が
な
く
、
恩
師
か

ら
「
プ
ロ
に
な
る
な
ら
全
般
的
に
音
楽
の
勉
強
を
す
る
必
要
が

あ
る
。
取
り
敢
え
ず
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
で
学
校
に
入
り
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
、
京
都
の
音
楽
高
校
に
入
学
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
言

う
と
孤
独
な
ギ
タ
ー
の
世
界
と
比
べ
、
他
人
と
協
力
し
て
作
る

音
楽
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
は
自
前
の
爪
を
伸
ば
し
て
弾
く
の
だ
が
、

必
修
の
ピ
ア
ノ
を
弾
く
と
き
に
は
カ
チ
カ
チ
う
る
さ
い
。
当
時

の
若
い
、
美
し
い
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
「
吉
田
く
〜
ん
！　

試
験

の
時
ぐ
ら
い
そ
の
爪
切
っ
と
う
み
ぃ
〜
」
と
優
し
く
言
わ
れ
、

吉
田
少
年
は
そ
の
日
の
う
ち
に
切
っ
て
し
ま
い
、
爪
が
元
通
り

に
な
る
ま
で
の
数
週
間
で
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
に
な
る
と
心
に

誓
っ
た
。

　

と
言
う
こ
と
で
今
に
至
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
恩
師
、

音
楽
家
の
先
輩
方
、
友
人
な
ど
に
今
更
な
が
ら
感
謝
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。

　

音
楽
を
通
し
て
ど
れ
だ
け
社
会
に
恩
返
し
で
き
る
か
、
微
力

な
が
ら
そ
う
思
っ
て
毎
日
を
過
ご
そ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。     

筆
者
略
歴

大
阪
生
ま
れ
。
京
都
市
立
堀
川
音
楽
高
校
を
経
て
、
一
九
八
六
年
東
京
藝

術
大
学
音
楽
学
部
卒
業
。
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
首
席
奏
者
を
経
て

一
九
九
一
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
に
入
団
。
現
在
首
席
奏
者
を
務
め
る
。
室
内

楽
の
分
野
で
は
ピ
ン
カ
ス
・
ズ
ッ
カ
ー
マ
ン
、ラ
イ
ナ
ー
・
キ
ュ
ッ
ヒ
ル
、ギ

ド
ン
・
ク
レ
メ
ル
、
マ
リ
ア
・
ジ
ョ
ア
ン
・
ピ
リ
ス
、
マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ

チ
等
と
共
演
。
東
京
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
、
い
ず
み
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
大

阪
、
紀
尾
井
ホ
ー
ル
室
内
管
弦
楽
団
、
鎌
倉
ゾ
リ
ス
テ
ン
な
ど
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
も
活
動
。
東
京
藝
術
大
学
教
授
、
東
京
音
楽
大
学
、
相
愛
大
学
客
員

教
授
、沖
縄
県
立
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
。 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
教
授

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
首
席
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

吉
田 

秀

（
よ
し
だ
・
し
ゅ
う
）

パリの楽器博物館にあるベルリオーズの曲で
使われたとされる「オクトバス」（２人がかり
で演奏する）の前で

左 オーケストラで使っている五弦の楽器 
右 室内楽や独奏で使う個人の楽器

アルゼンチン出身の世界的ピアニストである
マルタ・アルゲリッチさんとのコンサートの
打ち上げで……

ドイツ式の持ち方（ジャーマンスタイル）

フランス式の持ち方（フレンチスタイル）

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
構
成
す
る
弦
楽
器
と
言
え
ば
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
そ
し
て
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
。

た
だ
大
き
な
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
は
他
と
出し

ゅ
つ
じ自

が
異
る
。

し
か
も
、
繊
細
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
は
縁
の
下
の
力
持
ち…

？
ギター少年時代
（小学校５年生？）
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Ｊ
Ｒ
上
野
駅
の
公
園
口
の
改
札
を
出
て
、
道

路
を
渡
り
、
右
に
国
立
西
洋
美
術
館
、
国
立
科

学
博
物
館
を
見
、
左
に
東
京
文
化
会
館
、
日
本

芸
術
院
、
上
野
の
森
美
術
館
を
見
な
が
ら
広
場

へ
。
今
度
は
右
手
に
東
京
国
立
博
物
館
を
な
が

め
つ
つ
広
場
を
横
切
る
。
う
っ
そ
う
と
し
た
ク

ス
ノ
キ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
巨
木
に
囲
ま
れ
た
小

道
を
通
り
過
ぎ
る
と
東
京
都
美
術
館
と
旧
東
京

音
楽
学
校
奏
楽
堂
が
目
に
入
る
。

　

京
成
電
鉄
の
重
厚
な
雰
囲
気
を
も
つ
旧
博
物

館
動
物
園
駅
を
見
な
が
ら
道
路
を
渡
る
と
、

東
京
藝
術
大
学
、
黒
田
記
念
館
、
国
立
子
ど
も

図
書
館
に
囲
ま
れ
た
地
に
当
財
団
の
事
務
局
は

あ
る
。

　

お
気
づ
き
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
上
野
公

園
、
正
式
に
は
上
野
恩
賜
公
園
に
は
、
多
く
の

文
化
施
設
が
軒
を
つ
ら
ね
て
い
る
。

　

さ
て
、今
、歩
ん
で
き
た
道
を
少
し
元
に
戻
っ

て
み
る
。
公
園
広
場
を
横
切
っ
た
と
こ
ろ
で
注

意
を
は
ら
う
と
、
男
性
の
胸
像
が
目
に
入
る
。

　

そ
の
人
の
名
は
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
ボ
ー
ド
ワ
ン

（
一
八
二
〇
〜
八
五
）。
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
軍
医

で
あ
る
。

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
世
界
は
、
列
強

の
植
民
地
争
奪
戦
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
江
戸
幕
府
も
明
治
新
政
府

も
日
本
の
独
立
を
保
つ
た
め
に
殖
産
興
業
策
、

富
国
強
兵
策
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
。
そ
の

た
め
に
は
欧
米
の
進
ん
だ
知
識
、
技
術
を
取
り

入
れ
、
学
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
登
場
し

た
の
が
、
お
雇
い
外
国
人
と
よ
ば
れ
た
「
先
生
」

た
ち
で
あ
っ
た
。

　

ボ
ー
ド
ワ
ン
も
そ
の
ひ
と
り
。
彼
の
専
門
分

野
は
医
学
。
余
談
だ
が
、「
あ
り
が
と
う
、
い

い
薬
で
す
」
の
キ
ャ
ッ
チ
・
コ
ピ
ー
で
知
ら
れ

る
Ｏ
社
の
胃
腸
薬
の
開
発
に
は
ボ
ー
ド
ワ
ン
の

研
究
成
果
が
大
い
に
貢
献
し
た
と
の
こ
と
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
明
治
新
政
府
は
上
野
の
山

に
病
院
を
建
設
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。

　

広
大
な
上
野
の
山
一
帯
は
寛
永
寺
の
寺
領
で

あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
壮
大
な
伽
藍
が
並
び
建
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）

の
上
野
戦
争
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
部
分
は
焼
失

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
樹
木
は

残
っ
て
い
た
。

　

ボ
ー
ド
ワ
ン
は
、
そ
う
し
た
自
然
に
注
目
し
、

病
院
建
設
も
結
構
だ
が
、
こ
の
環
境
を
生
か
し

て
、
上
野
の
山
を
本
格
的
な
公
園
と
し
活
用
す

る
の
は
、
い
か
が
だ
ろ
う
か
と
提
言
し
た
。

　

紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
結
果
と
し
て

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
太
政
官
布
達
に
よ
っ

て
上
野
の
山
は
東
京
府
公
園
に
指
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
不
し
の
ば
ず
の
い
け

忍
池
一

帯
も
公
園
地
と
し
て
併
合
さ
れ
、
名
実
と
も
に

東
京
一
の
公
園
と
な
っ
た
。
翌
、
明
治
九
年
に

東
京
府
か
ら
内
務
省
に
移
管
さ
れ
、
関
連
施
設

の
充
実
が
は
か
ら
れ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
大
正

十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
宮
内
省
か
ら
東
京
市

に
下
賜
さ
れ
て
、
上
野
恩
賜
公
園
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

春
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
始
ま
り
、
緑
濃
い
夏
、

秋
の
紅
葉
、
枯
れ
た
ハ
ス
の
茎
に
白
い
霜
、
墨

絵
の
世
界
を
演
出
す
る
冬
の
不
忍
池
。
都
民
の

憩
い
の
地
と
し
て
の
要
素
を
上
野
公
園
は
十
分

満
た
し
て
い
る
。

　

冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
上
野
公
園
は
、

歴
史
と
文
化
の
地
で
も
あ
る
。
寛
永
二
年

（
一
六
二
五
）
の
寛
永
寺
創
建
以
来
、
花
の
お
江

戸
を
代
表
す
る
地
で
も
あ
っ
た
上
野
の
山
、
そ

し
て
上
野
公
園
は
今
、
世
界
に
文
化
と
芸
術
を

発
信
す
る
「
文
化
の
杜
」
を
創
出
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て

い
る
。

ボ
ー
ド
ワ
ン
博
士
の
先
見
の
明

上
野
恩
賜
公
園
の
誕
生

白
井　

勝
也　
（
株
）
小
学
館　

最
高
顧
問

澄
川　

喜
一　

�

島
根
県
立
石
見
美
術
館　

館
長

高
橋　
　

司　

�（
公
財
）
鹿
島
美
術
財
団　

専
務
理
事

太
刀
川
俊
明　

�（
株
）
三
越
伊
勢
丹��　
　
　
　
　
　
　

M
D
統
括
部　

美
術
営
業
部
長

長
本　

裕
司　
（
株
）
高
島
屋　

M
D
本
部�

美
術
部
長

野
間　

省
伸　

�（
株
）
講
談
社　

代
表
取
締
役
社
長

原
田
真
由
美　

�

読
売
新
聞
東
京
本
社　

事
業
局
次
長

日
比
野
克
彦　
東
京
藝
術
大
学　

美
術
学
部
長

福
田　
　

豊　

�

恩
賜
上
野
動
物
園　

園
長

真
室　

佳
武　
東
京
都
美
術
館　

館
長

門
司
健
次
郎　

�

富
士
通
（
株
）A
I
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部����������

シ
ニ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

横
田　

尤
孝　

�

長
島
・
大
野
・
常
松
法
律
事
務
所　
　

弁
護
士

渡
辺　

雅
隆　

�（
株
）
朝
日
新
聞
社　

代
表
取
締
役
社
長

◎
顧
　
問
（
一
名
）

玉
井　

賢
二　

�

東
京
藝
術
大
学　

客
員
教
授

二
〇
一
九
年
七
月
現
在　

敬
称
略
／
五
十
音
順

◎
令
和
元
年
5
月
₂₁
日
か
ら
9
月
₂₅
日
ま
で

敬
称
略
／
順
不
同

☆
賛
助
会
員

〇
個
人（
正
）会
員（
氏
名
／
住
所
）

☆
寄
付
金

〇
文
化
財
保
存
修
復
・
芸
術
研
究
等
助
成
事
業
に

対
す
る
寄
付

ヤ
フ
ー�

ネ
ッ
ト
募
金
（
2
2
1
名
様
）

文
化
財
保
存
修
復
支
援
カ
レ
ン
ダ
ー
募
金

長
崎
県
美
術
館

東
日
本
遊
技
機
商
業
協
同
組
合

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
（
株
）

賛
助
会
員
ご
入
会
と
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
皆
様

○
熊
本
地
震
被
災
文
化
財
救
援
・
復
旧
支
援
事
業

に
対
す
る
寄
付

（
有
）
近
藤
建
物　
長
崎
県
美
術
館

〇
東
日
本
大
震
災
被
災
文
化
財
救
援
・
復
旧
支
援
事
業

に
対
す
る
寄
付

○
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
（
イ
ン
ド
）
野
生
司
香
雪
の
仏
伝

壁
画
保
全
支
援
事
業
に
対
す
る
寄
付

（
株
）
片
山　
　
　
浄
泉
寺　

〇
昭
憲
皇
太
后
大
礼
服
研
究
修
復
復
元
支
援
事
業

に
対
す
る
寄
付

（
宗
）
明
治
神
宮　
日
本
通
運
（
株
）　
匿
名
希
望
者

◎
熊
本
地
震
被
災
文
化
財
の
救
援
と
復
旧
の
た
め

の
募
金
の
お
願
い

　

平
成
二
十
八
年
四
月
に
熊
本
県
を
中
心
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
文
化
財
の
保
全

に
向
け
て
、
募
金
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
浄
財
は
、
熊
本
地
震
被
災
文

化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
等
、
被
災
地
域
の
文
化
財

等
の
救
援
の
た
め
に
活
用
（
平
成
二
十
八
年
度
助

成
実
施
）
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
文
化
庁
・

熊
本
県
と
協
議
の
上
、
被
災
文
化
財
の
修
復
・
保

存
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
修
復
・
保
存
す
る
物
件
も
多
く
、

ま
だ
ま
だ
財
源
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

募
金
の
お
振
込
み
手
続
き
は
下
記
の
銀
行
振
込

又
は
郵
便
振
替
に
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
願
い

　
　
　
　
　
　
　

＊　

���

銀
行
振
込
（
①
銀
行
名
②
口
座
番
号
③
名
義
）

　

①
三
井
住
友
銀
行　

上
野
支
店

　

②
普
通　

８
３
９
９
６
２
２

　

③
（
公
財
）
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団

※�

銀
行
振
込
の
場
合
、
振
込
者
の
確
認
が
難
し
い

た
め
、
領
収
書
、
お
礼
状
の
発
行
等
の
必
要
上
、

財
団
事
務
局
に
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

　
（
電
話
：
〇
三
・
五
六
八
五
・
二
三
一
一
）　

郵
便
振
替
（
①
振
替
番
号
②
加
入
者
名
）

　

①
０
０
１
６
０
・
５
・
１
２
３
１
９

　

②
（
公
財
）
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団

※
通
信
欄
に
「
熊
本
地
震
」
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

◎
賛
助
会
員
ご
入
会
並
び
に
ご
寄
付
（
前
記
の
ご

寄
付
を
除
く
）の
お
願
い

︽
賛
助
会
員
︾

　

当
財
団
で
は
、
財
団
の
活
動
趣
旨
に
ご
理
解
、

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
恒
常
的
に
ご
支
援
い
た
だ
け

る
法
人
、
個
人
の
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
正
会
員　

年
額
（
１
口
）　

50
万
円

　

個
人
正
会
員　

年
額
（
１
口
）　

１
万
円

　

維
持
会
員　
　

年
額
（
１
口
）　

10
万
円

︽
ご
寄
付
︾

　

賛
助
会
員
の
他
に
、
ご
寄
付
も
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
ご
寄
付
の
方
法
は
様
々
な
方
法
が
あ

り
ま
す
の
で
、
左
記
の
と
お
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

詳
細
は
当
財
団
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
電
話
：
〇
三
・
五
六
八
五
・
二
三
一
一
）

⑴
銀
行
振
込
又
は
郵
便
振
替

　

銀
行
振
込
や
郵
便
振
替
で
も
ご
寄
付
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

（
銀
行
振
込
）

　

○
三
井
住
友
銀
行　

上
野
支
店

　
　

普
通　

６
６
１
５
５
０
０

　

○
み
ず
ほ
銀
行　

上
野
支
店

　
　

普
通�　

４
４
７
８
５
７
６

　

当
財
団
の
役
員
等
を
左
記
の
と
お
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
理
　
事
（
十
一
名
）

理
事
長

宮
廻　

正
明　
東
京
藝
術
大
学　

名
誉
教
授

副
理
事
長

青
柳　

正
規　

�

東
京
藝
術
大
学��　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
連
携
セ
ン
タ
ー　

特
任
教
授

専
務
理
事

小
宮　
　

浩　
当
財
団　

専
務
理
事　

理
事

石
井　
　

直　

�（
株
）
電
通　

顧
問

伊
東
信
一
郎　

�

Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）　

取
締
役
会
長

澤　
　

和
樹　
東
京
藝
術
大
学　

学
長

滝　
　

久
雄　

�（
株
）
Ｎ
Ｋ
Ｂ　

取
締
役
会
長�

創
業
者

谷
川　

史
郎　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発
（
株
）　

社
外
取
締
役

長
岡　
　

勤　
（
株
）
東
京
ド
ー
ム　

代
表
取
締
役
社
長

西
浦　

忠
輝　

��（
特
非
）
文
化
財
保
存
支
援
機
構　

��　

副
理
事
長

野
口　
　

昇　

�（
公
社
）
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟　

顧
問

◎
監
　
事
（
二
名
）

西
巻　
　

茂　
税
理
士

布
施　

謙
吉　
弁
護
士

◎
評
議
員
（
二
十
名
）　

安
齋　

尚
志　

�（
株
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ�　

代
表
取
締
役
社
長

井
上　

洋
一　
東
京
国
立
博
物
館　

副
館
長

浦
井　

正
明　
寛
永
寺　

長
﨟

大
杉　

栄
嗣　

�

大
塚
オ
ー
ミ
陶
業
（
株
）��　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長

是
枝　

伸
彦　

�（
株
）
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス�　
　
　

代
表
取
締
役
会
長

酒
井　
　

裕　

�（
株
）
精
養
軒　

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤　

一
郎　
東
北
生
活
文
化
大
学　

学
長

役
員
等
の
ご
紹
介

日
本
を
代
表
す
る
公
園
で
あ
り
、

歴
史
と
文
化
と
芸
術
の
地
で
も
あ
る

上
野
公
園
の
横プ

ロ
フ
ィ
ー
ル顔
に
改
め
て
迫
る
。

財
団
事
務
理
事

小
宮 

浩

︵
こ
み
や
・
ひ
ろ
し
︶

寛永寺の本坊は東京国立博物館（正面）の敷地にあった。同寺には
歴代六人の徳川将軍が今も眠っている。

1973年に設置されたボードワン博士像は、オランダ大使館より
公園指定100周年を記念して賜られたものだが、制作時の手ちが
いにより実弟の写真をもとにした像であった。2006年に本人の
像に変更された。

ル・コルビュジエの設計による国立西洋美術館。2016年に
ユネスコ世界遺産となった。

上
野
の
杜
か
ら

写真：菅沼万里奈

上
野
恩
賜
公
園
の
誕
生
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し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
直
接
施
設
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

☆
台
東
区
立
一
葉
記
念
館

　
（
〇
三
・
三
八
七
三
・
〇
〇
〇
四
）

　

処
女
作
「
闇
桜
」
原
稿
や
、「
た
け
く
ら
べ
」
草

稿
等
重
要
な
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
直
接
施
設
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

☆
台
東
区
立
朝
倉
彫
塑
館

　
（
〇
三
・
三
八
二
一
・
四
五
四
九
）

　

日
本
近
代
彫
塑
界
の
最
高
峰
で
あ
り
、
文
化
勲

章
受
章
者
で
あ
る
朝
倉
文
夫
が
住
宅
兼
ア
ト
リ
エ

と
し
て
使
用
し
て
い
た
建
物
で
、「
墓
守
」「
大
隈

重
信
候
像
」「
仔
猫
の
群
」「
時
の
流
れ
」
な
ど
、
朝

倉
文
夫
の
彫
塑
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
直
接
施
設
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

①
特
別
展
「
朝
倉
彫
塑
館
の
白
と
黒　

　

�C
O
N
T
R
A
ST

：C
olor, M

aterial and 
T
exture

」

　

九
月
七
日
㈯
〜
十
二
月
十
五
日
㈰

☆
台
東
区
立
書
道
博
物
館

　
（
〇
三
・
三
八
七
二
・
二
六
四
五
）

　

洋
画
家
で
あ
り
書
家
で
も
あ
っ
た
中
村
不
折
に

よ
り
昭
和
11
年
に
開
館
さ
れ
た
博
物
館
で
、
不
折

が
収
集
し
た
中
国
及
び
日
本
の
書
道
に
関
す
る
古

美
術
品
、
考
古
出
土
品
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
直
接
施
設
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

☆
横
山
大
観
記
念
館

　
（
〇
三
・
三
八
二
一
・
一
〇
一
七
）

　

上
野
池
之
端
不
忍
池
の
ほ
と
り
に
あ
る
横
山
大

観
旧
宅
は
、
木
造
二
階
建
て
の
数
奇
屋
風
日
本
家

屋
で
す
。
一
九
〇
九
年
に
、
大
観
自
身
の
デ
ザ
イ

ン
に
よ
り
建
て
ら
れ
、
自
宅
兼
画
室
と
し
て
使
用

し
ま
し
た
。（
旧
宅
と
庭
園
が
、
国
の
史
跡
及
び

名
勝
に
な
り
ま
し
た
）

　

詳
細
は
直
接
施
設
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

①
企
画
展
「
令
和
元
年
記
念
展
」

　

十
月
三
日
㈭
～
十
二
月
二
十
日
㈮

（
演
奏
会
）

　

○
三
菱
U
F
J
銀
行　

上
野
中
央
支
店

　
　

普
通　

０
７
９
６
３
８
４

（
郵
便
振
替
）

　
　

０
０
１
６
０
・
５
・
１
２
３
１
９

※
口
座
名
義
は
、
銀
行
、
郵
便
局
、
い
ず
れ
も

　
（
公
財
）
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団

※�

銀
行
振
込
の
場
合
、
振
込
者
の
確
認
が
難
し
い

た
め
、
財
団
事
務
局
に
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

⑵
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ご
寄
付

　

次
の
手
順
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
又
は
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
ご
寄

付
（
募
金
）
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

↓
○「
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ネ
ッ
ト
募
金
」

↓
○
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」

↓
○
「
文
化
財
保
存
修
復
支
援
募
金
」

↓
○�「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」又
は「
T
ポ
イ
ン
ト
」

を
選
択

↓
○ 

募　

金

⑶
特
定
寄
付
信
託

　

信
託
し
た
金
銭
を
運
用
収
益
と
と
も
に
寄
付
す

る
も
の
で
す
。
当
財
団
は
、
み
ず
ほ
信
託
銀
行
と

特
定
寄
付
信
託
に
関
し
て
契
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

み
ず
ほ
信
託
銀
行

　
（
電
話
：
〇
三
・
三
二
七
四
・
九
二
〇
三
）

⑷
遺
贈

　
「
遺
贈
」
に
よ
る
ご
寄
付
・
相
続
財
産
の
ご
寄
付

を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
遺
贈
」
と
は
、
遺
言
に
よ
り
、
ご
自
分
の
財
産

を
特
定
の
人
や
団
体
に
分
け
与
え
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
受
取
人
と
し
て
、
法
定
相
続
で
は
な
く
遺
言

書
に
よ
り
、
一
部
又
は
す
べ
て
の
財
産
の
受
取
人
と

し
て
、
公
益
財
団
法
人
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究

助
成
財
団
を
ご
指
定
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

財
団
に
寄
付
を
さ
れ
た
場
合
、
相
続
税
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

遺
贈
を
ご
検
討
い
た
だ
く
際
は
、
お
電
話
か

メ
ー
ル
に
て
当
財
団
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑸
商
品
券
・
図
書
券
等
に
よ
る
寄
付

　

ご
家
庭
の
タ
ン
ス
や
事
務
室
の
机
の
中
等
で

眠
っ
て
い
る
、
未
使
用
の
商
品
券
、
図
書
券
、
切

手
、
収
入
印
紙
、
ビ
ー
ル
券
、
お
米
券
、
旅
行
券
、

Q
U
O
カ
ー
ド
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
、
書
き
損
じ

葉
書
等
も
ご
寄
付
と
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

お
送
り
い
た
だ
く
場
合
は
、
当
財
団
事
務
局
宛

て
に
封
書
に
て
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

●
税
法
上
の
優
遇
措
置

　

当
財
団
は
、「
公
益
財
団
法
人
」
と
し
て
の
認
定

を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
賛
助
会
費
・
寄
付
金

（
募
金
）
に
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
、

所
得
税
、
法
人
税
等
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

☆
財
団
案
内
及
び
賛
助
会
員
入
会
申
込
書
の
ご
請

求
、
そ
の
他
ご
質
問
等
お
問
い
合
わ
せ
は
財
団
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
、
上
野
の
山
文
化
施
設
で
は
「
上
野
の
山

文
化
ゾ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
し
て
展
示
会
や

演
奏
会
等
様
々
な
催
し
物
を
開
催
中（
予
定
）で
す
。

そ
の
中
で
展
覧
会
等
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
の
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
そ
れ
ぞ
れ
の
主
催
者
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆
東
京
国
立
博
物
館

　
（
〇
三
・
五
七
七
七
・
八
六
〇
〇
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

①�

特
別
企
画
「
文
化
財
よ
、
永
遠
に
」

　

十
月
一
日
㈫
〜
十
二
月
一
日
㈰

②�

特
別
展
「
正
倉
院
の
世
界
―
皇
室
が
ま
も
り
伝

え
た
美
―
」

　

十
月
十
四
日
㈪
・
㈷
〜
十
一
月
二
十
四
日
㈰

③
秋
の
庭
園
開
放

展
覧
会
・
演
奏
会
等
情
報

　

十
月
二
十
九
日
㈫
〜
十
二
月
八
日
㈰

【
黒
田
記
念
館
】

　

○
開
館
日　

 

原
則
毎
週
火
〜
日
曜
日

　

○
特
別
室
開
室

　
　

十
月
二
十
九
日
㈫
〜
十
一
月
十
日
㈰

☆
国
立
科
学
博
物
館

　
（
〇
三
・
五
七
七
七
・
八
六
〇
〇
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

①�

企
画
展　
「
風
景
の
科
学
展　

芸
術
と
科
学
の

融
合
」

　

九
月
十
日
㈫
〜
十
二
月
一
日
㈰

②
特
別
展　
「
ミ
イ
ラ
～「
永
遠
の
命
」
を
求
め
て
」

　

�

十
一
月
二
日
㈯
〜
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
四
日
㈪
・
㉁

③�

企
画
展　
「
え
ほ
ん
が
引
き
出
す
博
物
館
の
魅

力
」（
仮
称
）

　

十
二
月
十
七
日
㈫
～
二
〇
二
〇
年
三
月
一
日
㈰

☆
国
立
西
洋
美
術
館

　
（
〇
三
・
五
七
七
七
・
八
六
〇
〇
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

①�

企
画
展　
「
日
本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
友
好
一
五
〇

周
年
記
念　

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
展
六
〇
〇
年
に
わ

た
る
帝
国
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
」

　

十
月
十
九
日
㈯
〜
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
六
日
㈰

☆
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館

　
（
〇
三
・
五
七
七
七
・
八
六
〇
〇
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

①
退
任
記
念 「
手
塚
雄
二
展
」

　

十
月
十
日
㈭
〜
十
月
二
十
四
日
㈭

②
退
任
記
念　
「
北
郷
悟
展
「
呼
吸
す
る
彫
刻
」」

　

十
一
月
七
日
㈭
～
十
一
月
十
七
日
㈰

③
「
内
包
さ
れ
た
温
度
」
展

　

十
一
月
七
日
㈭
～
十
一
月
十
七
日
㈰

④
コ
ミ
テ
コ
ル
ベ
ー
ル 

ア
ワ
ー
ド 

二
〇
一
九

　

十
一
月
九
日
㈯
～
十
一
月
二
十
日
㈬

☆
国
立
国
会
図
書
館
　
国
際
子
ど
も
図
書
館

　
（
〇
三
・
三
八
二
七
・
二
〇
五
三
）

①�

展
示
会
「
絵
本
に
見
る
ア
ー
ト
の
１
０
０
年
―

ダ
ダ
か
ら
ニ
ュ
ー
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ま
で
」

　

十
月
一
日
㈫
～
二
〇
二
〇
年
一
月
十
九
日
㈰

☆
日
本
芸
術
院

　
（
〇
三
・
三
八
二
一
・
七
一
九
一
）

①�「
近
代
日
本
芸
術
の
一
〇
〇
年
―
日
本
芸
術
院

創
設
百
周
年
記
念
展
」
第
4
回

　

二
〇
二
〇
年
一
月
十
日
㈮
～
一
月
二
十
三
日
㈭

☆
東
京
都
美
術
館

　
（
〇
三
・
三
八
二
三
・
六
九
二
一
）

①�

特
別
展
「
コ
ー
ト
ー
ル
ド
美
術
館
展　

魅
惑
の

印
象
派
」

　

九
月
十
日
㈫
〜
十
二
月
十
五
日
㈰

②
上
野
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
1
9

　
「
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
」

　

十
一
月
十
六
日
㈯
〜
二
〇
二
〇
年
一
月
五
日
㈰

③�

松
本
力
展
「
記
し
を
憶
う
」
―
東
京
都
写
真
美
術

館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に

　

十
一
月
十
六
日
㈯
〜
二
〇
二
〇
年
一
月
五
日
㈰

④
特
別
展
「
ハ
マ
ス
ホ
イ
と
デ
ン
マ
ー
ク
絵
画
」

　
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
一
日
㈫
～
三
月
二
十
六
日
㈭

☆
東
京
都
恩
賜
上
野
動
物
園

　
（
〇
三
・
三
八
二
八
・
五
一
七
一
）

①
藝
大
×
動
物
園
～
ア
ー
ト
で
見
る
動
物
た
ち
～

　

十
一
月
六
日
㈬
〜
十
一
月
十
七
日
㈰

☆
上
野
の
森
美
術
館

　
（
〇
三
・
三
八
三
三
・
四
一
九
一
）

①
特
別
展
「
ゴ
ッ
ホ
展
」

　

十
月
十
一
日
㈮
〜
二
〇
二
〇
年
一
月
十
三
日
㈪
㈷

②
企
画
展
「
V
O
C
A
展
2
0
2
0
」

　

二
〇
二
〇
年
三
月
十
二
日
㈭
～
三
月
三
十
日
㈪

☆
都
立
旧
岩
崎
邸
庭
園

　
（
〇
三
・
三
八
二
三
・
八
三
四
〇
）

　

岩
崎
彌
太
郎
の
長
男
で
三
菱
第
3
代
社
長
の
久

彌
の
本
邸
と
し
て
造
ら
れ
、
園
内
の
歴
史
的
建
造

物
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
直
接
施
設
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

☆
台
東
区
立
下
町
風
俗
資
料
館

　
（
〇
三
・
三
八
二
三
・
七
四
五
一
）

　

江
戸
の
風
情
を
と
ど
め
る
大
正
時
代
の
東
京
・

下
町
の
街
並
み
を
再
現
す
る
と
と
も
に
、
台
東
区

を
中
心
と
し
た
下
町
地
域
に
ゆ
か
り
の
資
料
、
生

活
道
具
や
玩
具
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展
示

広
報
誌 「
絲し
ち
ゅ
う
の
み
ち

綢
之
路
」
（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
）

　
　
　

二
〇
一
九
年　

秋
号　

通
巻
第
九
十
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

★
令
和
元
年
十
月
二
十
一
日
発
行

★
編
集
発
行
／
公
益
財
団
法
人 

文
化
財
保
護
・

　
　
　
　
　
　

芸
術
研
究
助
成
財
団　

事
務
局
Ⓒ

　

〒　
　

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
十
二

−

五
十

　

電　

話
（
〇
三
）
五
六
八
五

−

二
三
一
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
五
六
八
五

−

五
二
二
五

    U
RL:http://w

w
w

.bunkazai.or.jp/
    E-m

ail:jim
ukyoku@

bunkazai.or.jp

★
印
刷　

篠
田
印
刷
株
式
会
社

☆
東
京
藝
術
大
学
奏
楽
堂

　
（
〇
三
・
五
五
二
五
・
二
三
〇
〇
）

①
ピ
ア
ノ
シ
リ
ー
ズ
2
0
1
9

　
「
ロ
シ
ア
室
内
楽
の
夕
べ
」（
三
千
円
）

　

十
一
月
一
日
㈮
十
九
時
～

②
管
打
楽
器
シ
リ
ー
ズ
2
0
1
9

　

�「
モ
ー
リ
ス
・
ブ
ル
グ
（
o
b
）
を
迎
え
て
―
― 

　

晩
秋
に
愉
し
む
「
風
の
室
内
楽
」」（
二
千
円
）

　

十
一
月
二
日
㈯
十
五
時
～

③�

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
管
弦
楽
団
・
合
唱
定
期

（
三
千
円
）

　

十
一
月
八
日
㈮
十
九
時
～

④
う
た
シ
リ
ー
ズ
2
0
1
9

　

�「
日
墺
1
5
0
周
年
「
ウ
ィ
ー
ン　

愛
の
物
語
」
―
―

ウ
ィ
ー
ン
を
歌
う
、
ウ
ィ
ー
ン
は
謳
う
。
―
―
」

　
（
二
千
円
）

　

十
一
月
十
日
㈰
十
五
時
～

⑤�

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
管
弦
楽
団
定
期
演
奏
会

（
三
千
円
）

　

十
一
月
十
四
日
㈭
十
九
時
～

⑥�

東
京
藝
大
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

（
千
五
百
円
）

　

十
一
月
十
六
日
㈯
十
四
時
～

⑦�

邦
楽
定
期
演
奏
会
（
二
千
円
）

　

十
一
月
二
十
日
㈬
十
八
時
～

⑧�

東
京
藝
大
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期

演
奏
会
（
千
五
百
円
）

　

十
一
月
二
十
一
日
㈭
十
九
時
～

☆
東
京
文
化
会
館

　
（
〇
三
・
三
八
二
八
・
二
一
一
一
）

　

�

演
奏
会
等
多
数
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

東
京
文
化
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

http://w
w
w
.t-bunka.jp/index.htm

l

☆
上
野
学
園 

石
橋
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

　
（
〇
三
・
三
八
四
三
・
三
〇
四
三
）

①�

大
学
・
短
期
大
学
部
桜
樹
祭
演
奏
会
（
未
定
）

　

十
一
月
二
日
㈯
・
三
日
㈰
時
間
未
定

②�

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

110

ー

0007

入
っ
た
の
は
、一
九
七
八
年
の
こ
と
。
こ
の
時
、
ト

ム
シ
ュ
ク
を
訪
れ
て
い
る
。

　

ト
ム
シ
ュ
ク
の
遺
跡
は
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ー
ル
・

ペ
リ
オ
や
ド
イ
ツ
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ル
・

コ
ッ
ク
な
ど
が
発
掘
調
査
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
イ
ラ
ン
色
の
強
い
仏
教
美
術
が
出

土
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
貴
重
な
仏
教
遺
跡

を
有
す
る
地
な
の
で
あ
る
。　

　

平
成
か
ら
令
和
の
御み

よ代
へ
。
本
誌
が
皆
様
の
お

手
元
に
届
く
頃
に
は
、
今
上
陛
下
の
即
位
礼
正
殿

の
儀
が
終
わ
り
、
大だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
へ
と
皇
位
継
承
に
伴
う

一
連
の
大
き
な
儀
式
に
移
る
頃
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。

と
は
申
し
ま
し
て
も
、
私
ど
も
の
業
務
に
関
し
ま

し
て
は
、
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
は
粛
々
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
夏
は
猛
暑
と
台
風
に
よ
る
被
害
に
苦
し
め
ら

れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
…
…
と
推
察
い
た
し

ま
す
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

季
節
は
変
わ
り
ま
す
。
朝
晩
の
冷
え
こ
み
も
次

第
に
進
む
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
御
身
体
御
自
愛
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

　
「
古
楽
へ
の
誘
い
Ⅻ
」（
無
料
）

　

十
一
月
六
日
㈬
十
二
時
十
分
～

③�

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
リ
ベ
ラ
・
ク
ラ
シ
カ
「
第
44
回

定
期
演
奏
会
」（
六
千
円
他
）

　

十
一
月
九
日
㈯
十
五
時
～

④
大
学
「
第
8
回
合
唱
定
期
演
奏
会
」（
千
円
）

　

十
一
月
十
五
日
㈮
十
九
時
～

⑤�

大
学
「
第
68
回
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会
」

（
千
五
百
円
）

　

十
一
月
二
十
二
日
㈮　

十
九
時
～

　

一
九
九
三
年
『
達
磨
図
』（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所

蔵
）
を
初
め
と
し
、
二
十
六
年
に
亘
り
継
続
し
て

参
り
ま
し
た
文
化
財
保
存
修
復
支
援
カ
レ
ン
ダ
ー

事
業
は
、
今
般
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
休
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
状
況
が
整
い
ま
し
た
折
に
は
、
再
開
さ
せ

て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

画
家
平
山
郁
夫

に
と
っ
て
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
旅
は

仏ぶ
っ
き
ょ
う
と
う
ぜ
ん

教
東
漸
の
道
を

辿
る
旅
で
あ
り
、

日
本
文
化
の
源
流

を
訪
ね
る
旅
で
も

あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
描
か
れ

て
い
る
ト
ム
シ
ュ
ク
は
、
中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
の
タ
リ
ム
盆
地
西
北
端
に
あ
る
。

　

平
山
画
伯
が
初
め
て
中
国
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に

文
化
財
保
存
修
復
支
援
カ
レ
ン
ダ
ー

休
止
の
お
知
ら
せ

今
号
の
表
紙  

平
山
郁
夫  

ト
ム
シ
ュ
ク
の
遺
跡

トムシュクの遺跡 2007年
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